
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六ヶ所村立尾駮小学校 
令和５年度第５号 

令和５年９月 20日（水） 

TEL 72-2016 
 

 

 年４回の避難訓練の２回目。今回は予告 

なしで昼休み時間に地震と火災が発生した 

想定で訓練を行いました。休み時間だった 

ので高学年が下の学年の児童を指示・誘 

導する姿も見られました。 

 避難したあと、消防署員の方の指導の 

下、消火器の使い方を代表の児童と教 

員が体験しました。 

ご家庭でも万が一の災害時の対応を 

お子さんと一緒にご確認ください。 

 校長 秋 戸 彩 史 

朝晩は、気温が下がり、日が沈むのも早くなり

ました。秋の到来を感じます。 

 学校では２学期が始まってから、５年生は心の

バリアフリー、４年生はＳＯＳ学習、１・２年生は

収穫体験（大根の収穫）、 

１年生は小川原湖の校外 

学習、全学年とも水泳教 

室などを実施しています。 

さらに、今月は３・４年 

生の収穫体験（キャベツの 

収穫）、６年生は修学旅行 

が予定されています。 

体験的な学習は、子供た 

ちにとってとても大切です。 

実際に本物と出会い、身をもって触ったり、見た

り、やってみたりすることは、子供たちの心に残

るとともに、もっと知りたい、調べてみたいとい

う気持ちを高めていきます。 

文部科学省が、一昨年発表した「青少年の体験

活動に関する調査研究果報」によると、小学生の

ころに自然体験や社会体験、文化的体験等、読書、

お手伝いを多くしていた 

子供は、その後、高校生 

になり自尊感情や外交性、 

精神的な回復力といった 

項目の得点が高くなる傾 

向がみられたそうです。また、小学生のころに年

上や年下の異年齢の人とよく遊んだり、自然の場

所や空き地、路地等でよく遊んだりした経験のあ

る高校生も同様の傾向がみられたそうです。 

報告のまとめとして、体験の機会を十分得られ

るように、家庭では「お手伝いや読書の習慣を身

に付けるようにする」、地域では「放課後等に地域

の大人と遊びを通じて交流する機会を設ける」、

学校では「社会に開かれた教育課程の実現を目指

して地域と連携しつつ体験活動の充実を図る」、

地域・家庭・学校が協 

働し、「多様な体験を 

土台とした子供の成長 

を支える環境づくり」 

を進めていくことが、 

よりよい社会創りにつながると示されています。 

幸いなことに尾駮小学校では、地域の施設で

様々な体験の場を用意してくれています。スポー

ツ少年団の活動も盛んにおこなわれています。引

き続き学校でも体験的な学習を大切にするととも

に、集団の中で子供た 

ちが話し合ったり、教 

え合ったり、経験した 

りすることをとおして、 

成長していけるように 

したいと思います。 

２学期も引き続きよろしく願いいたします。 

 今年もペットボトルキャップやプルタブ回収にご協力いただき、

去年の夏から１年間で、 

  ★ペットボトルキャップ…ゴミ袋に１１袋 

  ★プルタブ …ゴミ袋に３袋 

集まりました。三沢のエコちゃん倶楽部を 

通じて、「世界の子どもにワクチンを日本委員 

会」へ送られています。 
ご協力ありがとうございました。 

４年：みどりの少年団～緑の羽根募金活動～ 8/19 

２ 月 
読み聞かせ(森のくまさん) 

前期通信票配付日 

３ 火 クラブ活動 

５ 木 Q-U テスト、５年着衣水泳 

６ 金 避難訓練(不審者対応) 

９ 月 休業日（スポーツの日） 

１１ 水 校内マラソン大会 

１３ 金 マラソン大会予備日 

１４ 土 ５年 PTA 親子レク  ※一中祭 

１６ 月 なわとび開始 

１７ 火 

５・６年収穫体験学習、委員会活動 

スクールカウンセラー来校日 

PTA 環境奉仕作業 

１９ 木 残食ゼロ運動 

２０ 金 植松氏講演会＆デモロケット打ち上げ 

２４ 火 クラブ活動 

２６ 木 
集金引落日 

２年校外学習（浅虫水族館） 

２７ 金 
休業日 

JAET 青森大会への参加協力 

２８ 土 村民文化祭（～２９日） 

３０ 月 いじめアンケート 

３１ 火 
１・２年どうぶつふれあい体験 

委員会活動、秋まつり準備委員会 

 

楽しむべフェスティバルの会場

で２年ぶりに緑の羽根の募金活

動を行いました。参加した１５人の

４年生は大きな声で募金を呼びか

け、緑の羽根や花の苗のプレゼ

ントを渡していました。ふるさとの

緑化推進に一役買っています。 

 

 

９月１１日から３組の 

担任を小比類巻友
ゆ う

祐
す け

 

教諭が務めることとな 

りました。 

 よろしくお願いします。 

          今年度の PTA 秋まつりは 11 月 25 日

(土)の午前中に行うことが総務委員会で決定されました。そこ

で学校では 25日(土)を出校日とし、翌週の 27 日(月)を交換休

業日にすることとしました。 

秋まつりの内容は「もちつき会」と「郷土館ものづくり体

験」の二本立てです。 

10 月に入ったら、もちつきの準備を行う協力者を募集いた

しますので、ご協力をお願いいたします。 

           

危険個所に関する保護者アンケート(7 月)へ

のご協力ありがとうございました。皆様から挙

げられた場所について、教育委員会や警察・道

路管理関係の方々と一緒に合同点検を行いまし

た。 

横断歩道設置や看板設置、取り締まりの強化

などの対策が検討されましたが、国道 338 号に

ついては交通量が多い割に道幅は狭く、車道外

側線（白線）が無いところもあり、安全の確保

が難しいことが改めて確認されました。特に朝

夕の通学時間帯は通勤の車も多いようです。 

各ご家庭におかれましては、『遠 

回りになってもより安全な道を通学 

に利用する』など安全確保にご留意 

くださいますようお願いいたします。 

登下校の安全確保を 

担任紹介 

           今年から新しく山内久美子栄養教諭
が本校の食育指導に来てくださってい 

ます。各学年に応じたテーマ 

で学習しています。１年生は 

「いろいろな野菜を食べよう」 

のテーマで、実際に野菜を触 

ったりにおいをかいだりして 

野菜に親しめるような学習に 

取り組みました。 

食育指導 

避難訓練＆消火訓練 8/29 

 
 

 元気のなくなった心をへこ 

んだゴムボールに例えて、そ 

こから元気を取り戻す方法を 

いろいろ教えていただきまし 

た。 また、トーンチャイムという楽器を使って周り
の人と「つながる」体験をしながら、友達の心を受け
止めることや伝え合うことの大切さを学びました。 

9/8 で転任した平川先生最後の雄姿 

4 年ＳＯＳ学習 8/31 

 
 
 農業青年協議会の 

ご協力により１，２年生 

が南小近くの畑で大根 

を収穫。大根の重さに「大変だ！」と驚
きながらも、楽しそうに作業に取り組ん
でいました。 

大根収穫体験 9/4 

１０月の主な行事 


